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と略す) ,およびラサール研究史上の四大家(E. Bernstein, G. Mayer, F. Mehring, H.
Hermann)の一人Franz Mehring (1846-1919)の,,Geschichte der deutschen Sozial-
demokratie" (2巻1960.以下Mehnngと略す),さらに,四大家の著述に新たな史料を加
えて綜合集約したShlomo Na'aman (シュロモ・ナアマン)の大著,,Lassalle" (1970.以
下Na'amanと略す)の3つであるNa'amanについては一般に知られていないが,ドイツ労
働運動史の研究で名高い九大名誉教授小林栄三郎先生の教示に基づき, Verlag fur Literatur
und Zeitgeschen発行,,Archiv fur Sozialgeschichte (Jahrbuch der Friedrich-Ebert-
Stiftung)" Bd. E. (1962) S. 370を調べた処によると, 1912年生まれ, Jerusalem大学の
B. A.およびM. A.で1962年現在Tel Aviv大学における中世史および近代史のDozent
である.なお, Na'amanには,上述の大著のほかに1968年,ラサールにおけるドイツ精神とユ
ダヤ精神との結びつきに関する研究書,,Ferdinand Lassalle-Deutscher und Jude"その他の
著述があり,年令の関係から今は多分Professorではないかと思われる.要するにNa'aman
は現代におけるラサ-ル研究の第一人者であると推察される.
さて便宜上まずラサ-ル(Ferdinand Lassalle. 1825. 4. ll-64. 8. 31. 1863年5月23日全
ドイツ労働者協会全長)とビスマルク(Otto von Bismarck. 1815. 4.1-98. 7.30. 1862年9月
23日プロイセン首相)との関係を簡単に一瞥するため,当時ビスマルクの側近に在ったR. v.
Keudell参事官著,,Fiirst und Fiirstin" (1901). S. 175ff.の要約をここに紹介する.この要
約は,ラサ-ル死後2カ月余り経った1864年11月コイデルが自分とビスマルクとの談話に関連
























著書を送り届けた.小さい本には,,Herr Bastiat-Schulze von Delitzsch, der okonomische
Julian oder : Kapital und Arbeit" (注Bastiatは1801-50,フランスの国民経済学者)の
表題が付けられていた.手紙には次のように述べられていた. 『大臣がこの木材に核心的棟を
刻んで最大限に利用されるよう望みます.この木材は閣議においても進歩党に対抗するに当っ


































Bismarck Otto von, Gesammelte Werke, Bd. 14n. Nr. 994).ラサ-ルは即日ビスマルク
と会談したのである.
この第-回会談の仲介役を為した者は,既述のコイデル参事官の回想録に出ているLothar
Bucherである(Brockhaus Enzyklop云die. Bd. 3. S. 390)と想定される.この想定の根拠
は次の2つである. ㊨ 「ブーハ-はラサ-ルと同じく孤立していた政策家であったが,ラサ-
ルより早くビスマルクの方-転向していたと言われている男であり,とにかくビスマルクの許












名のうち政府与党が263名であった. (Cf. S. 640).しかるに, 1861年6月9日綱領を発表し
て結成された新党ドイツ進歩党(Deutsche Fortschrittspartei)は,東プロイセン代議士の一
部と旧48年派との統一組織で,ブルジョワ・リベラリズムを奉じ,同年の選挙で一挙に161議
席を獲得,ために政府与党は95議席に激減した. (ibid. S. 646).このことは正に下院におけ
る革命的な議席数の変動である.さらに1862年5月の選挙で進歩党は完勝して約250議席といく




















開答書」 (Offenes Antwortschreiben an das Zentralkomitee zur Berufung eines allge-I








-令(Bismarck Ges. W. Bd, 4. S, 94 f.)がこれを示している.この訓令はある保守的組合の
請願書に言及しているにも拘わらず,ビスマルクが結びの処で「この件に対する温い思いや


















史」 S. 114 f.).しかし当時保守派に有利と思われていた非民主主義的なこの選挙制度は,
T1835年ごろドイツ国内鉄道敷設を契機として勃発したドイツ産業革命」 (本位田祥男「西洋経















える可能性を政府にもたらすため,直接的国民選挙を選ぶでしょう.」 (Eyck. S. 456. Cf.







































職を誤った人々』 (die Leute mit dem verfehlten Beruf)について,徹底的に非民主的なビ











を拠り所として, 「概略だけが確証されているにすぎない.」 (Eyck. S. 499).二人は直接税と
間接税との問題について語り合い,その際二人の意見は確かに全く一致しなかった.ラサール
































































































な報酬から解放される」 (拙訳.クラインベルク「近代欧州文化史) S. 226 f.)ということが,
窮極の目標であった.一般に, 「ラサ-ルの立場を反動にとって全く承認しがたいものとして
いるのは,プロイセン憲法(荏. 1850年発布)成立の契機はなんら正当ではなかったし,この













とに存している. 、 、 、 、 、ラサールにとって会談が実を結ばなかったのは,彼がビスマルク
との関係からいかなる種類の獲物をも手に入れなかったという面(Ebene)にも存しているの
ではなくて,ビスマルクとの交渉のおかげで増大していた組織のチャンスを積極的に利用でき
なかった(荏.ドイツ殊にプロイセンの労働運動を左右する拠点ベルリンの労働者を味方とし
て組織化できなかったことを指す.)という点に存している.」
(昭和49年9月30日受理)
